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国
連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
が

定
め
た
「
持
続
可
能
な
観
光
国
際
年
」
を
機

に
、本
誌『
観
光
文
化
』の
テ
ー
マ
と
し
て「
持

続
可
能
な
観
光
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し

た
。「
短
期
的
な
経
済
的
利
益
よ
り
、
地
域
固

有
の
生
態
系
や
文
化
の
保
全
を
通
じ
て
長
期

的
な
経
済
的
利
益
に
つ
な
げ
る
べ
し
」
と
い

う
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
主
張
（
中
島
：
世
界
の
潮

流
）
は
ま
さ
に
時
宜
を
得
た
も
の
だ
。
石
森

（
座
談
会
）
が
触
れ
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
行

き
過
ぎ
た
観
光
振
興
に
対
し
て
デ
モ
が
行
わ

れ
て
い
る
」
と
い
う
現
象
に
対
し
、
観
光
に
よ

る
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
が
一
部
に
集
中
し
て
い

る
が
故
と
す
る
論
調
の
み
に
耳
を
傾
け
て
よ

い
の
だ
ろ
う
か
。
我
が
国
を
訪
れ
る
外
国
人

観
光
客
数
は
９
月
に
は
２
０
０
０
万
人
を
上

回
り
、
こ
の
勢
い
を
た
た
え
る
声
が
メ
デ
ィ

ア
を
賑に
ぎ

わ
せ
て
い
る
。一
方
で
、
負
の
イ
ン
パ

ク
ト
を
指
摘
す
る
声
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

　

筆
者
ら
は
、
１
９
９
０
年
代
か
ら
研
究
目

線
と
実
践
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
持
続
可
能

な
観
光
に
向
き
合
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
20

年
も
前
に
石
森
が
主
張
し
た
「
観
光
革
命
・

観
光
ビ
ッ
グ
バ
ン
」（
例
え
ば
、
石
森
秀
三

（
１
９
９
７
）「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
観
光
ビ
ッ

グ
バ
ン
」『
月
刊
観
光
』
No
３
６
７
）
を
具
体

的
に
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
の
時
に
観
光
が
地
域

社
会
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
と
い
う
こ
と
を

予
見
す
る
に
は
力
不
足
で
あ
っ
た
。
少
し
で

も
挽
回
す
べ
く
、
こ
の
特
集
テ
ー
マ
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
と
考
え
た
。

　

さ
て
、
企
画
に
あ
た
り
、
持
続
可
能
な
観

光
の
定
義
や
概
念
、
そ
の
背
景
を
め
ぐ
る
理

論
の
応
酬
は
避
け
よ
う
と
思
っ
た
。
定
義
や

経
緯
が
無
意
味
な
の
で
は
な
く
、
議
論
の
場

を
机
上
よ
り
現
場
に
置
き
た
か
っ
た
。
具
体

の
出
来
事
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
、
持
続
可
能
と

い
う
表
現
の
意
味
合
い
や
重
要
性
は
誰
も
が

直
感
的
に
理
解
し
得
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
特
集
記
事
を
こ
こ
ま
で
読
み
進
め
ら
れ

れ
ば
本
号
の
趣
旨
を
果
た
し
た
こ
と
に
な
る

の
だ
が
、
こ
の
「
視
座
」
に
は
総
括
の
役
割
も

あ
る
の
で
、
各
論
を
引
き
な
が
ら
し
ば
し
自

説
の
展
開
を
試
み
た
い
。

持
続
可
能
性
を
拒
む
も
の

　

最
初
に
、各
ケ
ー
ス
に
書
か
れ
て
い
る
「
観

光
の
持
続
可
能
性
を
拒
む
行
為
や
現
象
（
イ

ン
パ
ク
ト
）」、「
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
る
客

体
」、「
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
要
因
」
を

積
み
上
げ
る
作
業
を
通
し
て
「
持
続
可
能
な

観
光
」
が
直
面
す
る
課
題
を
考
察
す
る
。
表

１
は
、「
客
体
」
と
「
要
因
」
を
分
類
軸
と
し

て
作
っ
た
セ
ル
に
、「
イ
ン
パ
ク
ト
」
を
配
置

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
る
客
体
は

・	「
観
光
資
源
（
自
然
・
人
文
）」

・	「
利
用
者
・
来
訪
者
」

・	「
地
場
産
業
」

・	「
住
民
の
暮
ら
し
」

に
分
類
し
た
。
中
島
（
ケ
ー
ス
６
）
が
座
間

味
村
で
の
実
践
と
し
て
同
様
な
分
類
を
紹
介

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
筆
者
ら
に
よ
る
諸
研

究
（
例
え
ば
、
奥
日
光
を
ケ
ー
ス
と
し
た
持

続
可
能
性
指
標
を
活
用
し
た
観
光
地
管
理

に
関
す
る
実
践
的
研
究
）
に
倣
っ
た
も
の
で
、

我
が
国
で
の
持
続
可
能
な
観
光
を
考
え
る
軸

と
し
て
積
み
上
げ
て
き
た
論
で
あ
る
。

　

ま
た
、
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
要
因
は

次
の
よ
う
に
区
分
し
た
。

・	「
過
剰
利
用
（
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
）
や
利
用

量
の
増
大
」
に
起
因
す
る
こ
と

・	「
利
用
者
の
無
知
や
無
理
解
」
に
起
因
す
る

こ
と

・	「
観
光
地
の
開
発
や
整
備
」
に
起
因
す
る	

こ
と

過
剰
利
用
や
利
用
量
の
増
大
に
起
因
す
る

イ
ン
パ
ク
ト

　

秋
葉
（
ケ
ー
ス
１
）
は
観
光
利
用
が
拡
大

す
る
過
程
で
起
き
得
る
こ
と
と
し
て
、
野
生

動
物
の
軋あ
つ

轢れ
き

、
山
岳
地
域
の
し
尿
問
題
、
脆ぜ

い

「持続可能」を考える
理事・観光地域研究部長　寺崎 竜雄
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弱じ
ゃ
く

な
自
然
地
帯
に
お
け
る
植
生
の
破
壊
、
利

用
の
集
中
に
よ
る
混
雑
や
渋
滞
な
ど
を
挙

げ
、
こ
れ
ら
は
「
過
剰
利
用
（
オ
ー
バ
ー
ユ
ー

ス
）
や
利
用
量
の
増
大
」
に
起
因
す
る
も
の

だ
と
述
べ
て
い
る
。

　

斎
場
御
嶽
（
ケ
ー
ス
５
）
の
石
畳
の
磨
耗

は
、「
過
剰
利
用
」
に
起
因
す
る
「
観
光
資
源

（
自
然
・
人
文
）」
が
受
け
る
イ
ン
パ
ク
ト
で

あ
る
。
座
間
味
村
（
ケ
ー
ス
６
）
に
お
け
る

無
秩
序
な
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
ダ
イ

ビ
ン
グ
が
ク
ジ
ラ
や
サ
ン
ゴ
の
生
態
を
傷
つ

け
る
と
い
う
状
況
も
「
利
用
量
」
に
関
連
す

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
資
源
の
損
壊
に
よ
り

資
源
の
観
光
魅
力
が
低
減
し
、
利
用
者
の
満

足
度
と
と
も
に
誘
客
力
を
損
な
う
。

　
「
利
用
量
」
が
「
利
用
者
・
来
訪
者
」
に
及

ぼ
す
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
は
、
渋
滞
や
混
雑

が
分
か
り
や
す
い
例
だ
ろ
う
。
ま
た
、
過
剰

利
用
に
よ
り
本
来
の
静
け
さ
が
失
せ
る
と
い

う
状
況
（
真
喜
屋
：
ケ
ー
ス
８
）
も
利
用
の

満
足
度
を
阻
害
す
る
。
利
用
者
が
感
じ
る
混

雑
感
を
も
と
に
し
て
環
境
収
容
力
（
キ
ャ
リ

ン
グ
・
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
を
決
め
よ
う
と
す

る
研
究
が
あ
る
よ
う
に
、
利
用
環
境
が
観
光

資
源
の
観
光
経
済
価
値
を
大
き
く
左
右
す

る
の
で
あ
る
。

　

山
岸
（
ケ
ー
ス
７
）
は
恩
納
村
沿
岸
域
の

利
用
調
整
ル
ー
ル
を
好
例
と
し
て
紹
介
す
る

が
、
逆
説
的
に
、
海
域
の
無
秩
序
な
観
光
利

用
は
漁
業
者
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
が

容
易
に
想
像
で
き
る
。「
過
剰
利
用
」
が
「
地

場
産
業
」
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

も
た
ら
す
例
で
あ
る
。
今
回
の
報
告
に
は
な

い
が
、
田
園
景
観
を
楽
し
み
に
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
北
海
道
の
「
美
瑛
の
丘
」
で
は
、

写
真
撮
影
の
た
め
に
い
わ
ゆ
る
土
足
で
畑
の

中
に
立
ち
入
る
と
い
う
迷
惑
行
為
が
後
を
絶

た
な
い
と
聞
く
（
写
真
1
参
照
）。「
利
用
量
」

の
増
加
に
よ
り
、
観
光
行
動
が
負
の
方
向
に

多
様
化
し
た
こ
と
も
一
因
だ
ろ
う
。

表1  この特集で報告された実例をもとにした観光の持続可能性を拒む行為や現象（インパクト）
インパクトをもたらす

要因
インパクトを
受ける客体

過剰利用（オーバーユース）や
利用量の増大に起因すること

利用者の無知や無理解に
起因すること

観光地の開発や整備に
起因すること

観光資源（自然・人文） ・野生動物との軋轢（知床）
・山岳地域のし尿問題（知床）
・脆弱な高山帯や湿地などにおける
植生の破壊（知床）
・踏圧による石畳の摩耗（斎場御嶽）
・クジラの生態への悪影響（座間味）
・サンゴなど海中環境への悪影響
（座間味）

・ごみの散乱（真喜屋）
・し尿による水質悪化（真喜屋）

・陸域開発時の赤土流出による
サンゴ被害（恩納村）
・必然性のない施設誘致による
本来魅力の喪失（一般）

利用者・来訪者 ・混雑や渋滞（知床）
・本来の静けさの消失（真喜屋）
・予約が難しくなる（一般）

・優れた自然の造形の未認識による
感動の低減（奥入瀬）
・荒天時の事故（真喜屋）
・危険行為による事故（真喜屋）
・観光客による喧噪（北アルプス）

・ヒグマとの遭遇による危険（知
床）
・ヒグマとの遭遇懸念による利用
禁止（知床）

地場産業 ・漁業への悪影響（恩納村 ・農業者の作業場への立ち入り（一
般）

・観光収入の他地域への流出（ニ
セコ）

住民の暮らし ・渋滞による緊急車両の通行困難（斎
場御嶽）
・路上駐車による近隣住民への迷惑
（真喜屋）
・地元住民が大切にしてきた場所の
利用（真喜屋）

・香炉への乗り上がり（斎場御嶽）
・ウタキへの入り込み（久高島）
・水着姿で集落内を歩くことによる風
紀の乱れ（久高島）

（注）複数のセルに関わる「行為や現象（インパクト）」は最も関連が深いと考えるところに配置した。

写真1　美瑛の丘の畑に立てられた注意喚起の看板
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観
光
地
の
開
発
や
整
備
に
起
因
す
る

イ
ン
パ
ク
ト

　

知
床
（
ケ
ー
ス
１
）
は
、
計
画
的
に
ヒ
グ

マ
リ
ス
ク
を
抑
え
て
、
利
用
者
の
安
全
と
利

用
機
会
の
確
保
、
加
え
て
地
元
の
経
済
活
動

の
安
定
化
を
創
出
し
た
好
例
で
あ
る
。
逆
に
、

た
と
い
う
。
あ
る
人
か
ら
は
「
私
た
ち
の
暮

ら
し
ぶ
り
を
見
た
観
光
客
が
投
げ
か
け
た
心

な
い
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と

も
聞
い
た
。
心
の
傷
は
回
復
す
る
の
だ
ろ
う

か
。
観
光
は
脅
威
に
も
な
る
。

　

河
井
（
ケ
ー
ス
２
）
は
奥
入
瀬
を
訪
れ
る

利
用
者
の
様
子
を
「
歩
道
沿
い
に
展
示
さ
れ

て
い
る
あ
ま
た
の
自
然
造
形
美
と
じ
っ
く
り

向
き
あ
っ
て
く
れ
る
ビ
ジ
タ
ー
は
少
な
い
」

と
表
現
し
、
地
域
の
本
質
を
楽
し
ん
で
い
な

い
と
い
う
。
教
養
と
し
て
の
情
報
が
足
り
な

い
た
め
に
、
本
来
は
享
受
で
き
る
は
ず
の
旅

の
楽
し
み
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
で

あ
る
。

　

沖
縄
で
は
観
光
客
に
水
着
姿
で
集
落
内
を

歩
く
行
為
（
久
高
島
：
ケ
ー
ス
５
）
を
慎
む

よ
う
促
し
た
張
り
紙
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
旅
先
の
全
て
が
観
光
地

だ
と
認
識
す
る
利
用
者
の
無
頓
着
さ
に
よ
る

こ
と
だ
と
思
う
が
、
暮
ら
し
の
安
心
感
を
直

撃
す
る
行
為
に
違
い
な
い
。
信
仰
の
対
象
と

し
て
い
る
場
所
へ
の
入
り
込
み
や
、
神
事
へ

の
無
配
慮
（
久
高
島
）
は
、マ
ナ
ー
違
反
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
暴
挙
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
旅
行
中
に
見
た
沖
縄
県
波
照
間

島
の
集
落
内
の
商
店
の
入
り
口
に
貼
ら
れ
た

「
波
照
間
島
内
の
人
々
に
と
っ
て
は
大
切
な

生
活
の
場
所
に
な
っ
て
い
る
の
を
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
（
写
真
2
参
照
）」
と
い
う
言
葉

に
愕
然
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
先
に
紹
介
し

た
美
瑛
で
は
、
カ
メ
ラ
の
フ
レ
ー
ム
の
中
で

作
業
す
る
農
業
者
に
対
し
て
、
そ
こ
か
ら
立

ち
去
る
よ
う
に
声
を
荒
ら
げ
た
来
訪
者
が
い

　

近
年
で
は
特
徴
的
な
生
活
文

化
に
触
れ
る
た
め
に
、
住
民
の

生
活
域
や
そ
の
近
く
に
ま
で
観

光
客
が
入
り
込
む
こ
と
が
頻
繁

に
な
っ
た
。「
観
光
地
で
は
な
い
か
ら
来
ら
れ

て
も
困
る（
青
山
：
座
談
会
）」
と
い
う
声
は
、

「
住
民
の
暮
ら
し
」
に
関
わ
る
切
実
な
不
安

を
訴
え
た
も
の
だ
。
利
用
者
が
起
こ
す
渋
滞

が
住
民
の
日
常
生
活
を
不
便
に
す
る
ケ
ー
ス

〔
斎
場
御
嶽
、
真
喜
屋
〕
は
分
か
り
や
す
い
。

地
元
の
人
た
ち
が
大
切
な
も
の
と
し
て
残
し

て
お
き
た
か
っ
た
場
所
に
大
量
の
観
光
客
が

入
り
込
む
〔
真
喜
屋
〕
と
い
う
状
況
は
、「
ふ

る
さ
と
性
」
を
阻
害
す
る
重
大
な
イ
ン
パ
ク

ト
で
あ
る
。

利
用
者
の
無
知
や
無
理
解
に
起
因
す
る

イ
ン
パ
ク
ト

　

小
林
（
ケ
ー
ス
８
）
が
報
告
す
る
ご
み
の	

ポ
イ
捨
て
や
ト
イ
レ
問
題
は
利
用
者
の
マ

ナ
ー
に
関
わ
る
こ
と
だ
。
悪
意
の
あ
る
も
の

も
あ
れ
ば
、
単
に
無
知
で
あ
る
が
故
と
い
う

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
水
難
事
故
の
発
生
は
、

観
光
情
報
に
加
え
て
、
安
全
管
理
に
関
わ
る

情
報
の
不
足
、
リ
ス
ク
管
理
の
無
理
解
に
起

因
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
観
光
資

源
」「
利
用
者
」
が
受
け
る
イ
ン
パ
ク
ト
と
し

て
整
理
で
き
る
。

写真2　波照間島の商店の入口に貼ってあった「観光客へのお願い」
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（
青
山
：
座
談
会
）
が
指
摘
す
る
「
必
然
性
の

な
い
施
設
の
誘
致
に
よ
り
本
来
の
魅
力
を
失

い
空
間
を
台
無
し
に
す
る
」
と
い
う
状
況
を

招
い
た
要
因
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い

だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
独
特
の
歴
史
や
生
活
文
化
に
根

差
し
た
景
観
を
観
光
魅
力
と
し
て
保
全
し
つ

つ
、
観
光
的
な
演
出
に
よ
っ
て
賑
わ
う
観
光

地
が
あ
る
と
す
る
。
来
訪
者
の
増
大
に
よ
っ

て
産
業
構
造
が
劇
的
に
変
わ
り
、
地
域
振
興

と
い
う
面
で
の
評
価
は
高
い
。
し
か
し
、
長
い

時
を
か
け
て
積
み
上
げ
、
受
け
継
が
れ
て
き

た
こ
と
や
も
の
、
暮
ら
し
ぶ
り
が
受
動
的
に
、

不
可
逆
的
に
変
容
し
た
。
こ
れ
も
こ
の
地
の

歴
史
と
な
る
の
だ
が
、
こ
の
変
革
は
１
０
０

年
後
に
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
だ
ろ	

う
か
。

　

二
神
（『
観
光
文
化
』
２
１
６
号
）
は
Ｕ
Ｎ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
「
観
光
の
持
続
可
能
な
発
展
」

の
定
義
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

⑴
環
境
資
源
の
最
適
な
利
用

⑵
ホ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
文
化
的
真

正
性
の
尊
重

⑶
長
期
的
経
済
活
動
の
保
証

い
た
る
と
こ
ろ
で
直
面
し
得
る
持
続
可
能
性

を
阻
害
す
る
脅
威
を
想
定
し
つ
つ
、
非
常
に

簡
潔
に
表
現
し
て
い
る
。
我
が
国
で
は
と
か

く
「
環
境
資
源
」
と
「
経
済
活
動
」
に
着
目
し

が
ち
（
あ
く
ま
で
も
日
頃
感
じ
て
い
る
印
象

に
す
ぎ
な
い
が
）
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、「
ホ

ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
文
化
的
真
正
性

の
尊
重
」
と
い
う
主
張
は
、
な
い
が
し
ろ
に
し

が
ち
な
課
題
を
見
事
に
突
い
て
い
る
。
た
く

ま
し
い
想
像
力
で
「
社
会
文
化
的
真
正
性
」

の
概
念
を
考
え
観
光
地
の
開
発
と
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

持
続
可
能
性
に
ど
う
向
き
合
う
か

ル
ー
ル
に
よ
る
利
用
者
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

持
続
可
能
性
を
妨
げ
よ
う
と
す
る
イ
ン	

パ
ク
ト
へ
の
備
え
と
し
て
、「
利
用
（
量
お
よ

び
無
知
や
無
理
解
）」
に
起
因
す
る
こ
と
に
は

「
利
用
の
ル
ー
ル
」
で
対
応
す
る
ケ
ー
ス
が
普

及
し
て
き
た
。

　
「
法
律
」
と
い
う
枠
組
み
を
利
用
し
た
例
と

し
て
「
知
床
五
湖
利
用
調
整
地
区
制
度
」
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
（
ケ
ー
ス
１
）。
こ
れ
は
自

然
公
園
法
（
２
０
０
３
年
に
改
正
、
施
行
）
に

よ
る
制
度
で
あ
り
、
現
在
は
吉
野
熊
野
国
立

公
園
の
「
西
大
台
利
用
調
整
地
区
」
と
合
わ

せ
全
国
の
２
カ
所
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
立
ち
入
り
を
強
制
的
に
抑
制
で
き

る
法
律
と
し
て
、
他
に
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
法
」
が
あ
り
、
特
定
自
然
観
光
資
源
の
指

定
に
よ
り
「
特
定
行
為
の
制
限
」
や
「
立
入

制
限
」
を
実
施
可
能
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
の
重
要
な
概
念
は
、「
順
応
的
管

理
」
と
「
協
働
型
管
理
」
だ
ろ
う
。
秋
葉
は
知

床
で
の
制
度
運
用
の
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
両
者

を
解
説
し
て
い
る
。
順
応
的
管
理
に
欠
か
せ

な
い
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
枠
組
み
と
し
て
「
持

続
可
能
性
指
標
（
Ｓ
Ｔ
Ｉ
）」（
ケ
ー
ス
６
）
は

各
地
に
広
ま
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の
要
所
は
関

係
者
の
連
携
体
に
よ
る
状
態
監
視
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
縦
割
り
廃
止
と

い
う
点
に
あ
る
。

　
「
恩
納
村
の
沿
岸
域
の
利
用
調
整
ル
ー
ル
」

は
協
働
型
管
理
と
い
う
面
に
お
い
て
も
非
常

に
優
れ
た
ル
ー
ル
で
あ
る
。
ル
ー
ル
策
定
に

向
け
た
過
程
に
は
利
害
調
整
上
の
困
難
が
伴

う
場
合
が
多
く
、
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
書

き
き
れ
な
い
事
柄
も
多
い
に
違
い
な
い
が
、

ホ
テ
ル
、
観
光
関
連
事
業
者
、
漁
協
、
行
政
の

連
携
は
実
に
優
れ
た
枠
組
み
だ
。

　

沖
縄
県
限
定
の
仕
組
み
だ
が
、
沖
縄
振

興
特
別
措
置
法
（
２
０
０
２
年
施
行
）
に

基
づ
く
保
全
利
用
協
定
に
注
目
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
対
象
地
で
活
動
す
る
事
業

者
が
協
調
し
て
自
主
的
に
策
定
す
る
ル
ー

ル
を
「
保
全
利
用
協
定
」
と
し
、
そ
の
内

容
が
適
当
で
あ
れ
ば
県
知
事
が
認
定
す

る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
小
林
（
ケ
ー
ス

８
）
は
、
事
業
者
の
取
り
ま
と
め
役
と
し

て
自
発
的
に
こ
の
枠
組
み
を
利
用
し
て
持

続
可
能
な
観
光
に
取
り
組
も
う
と
し
て	

い
る
。

　

座
間
味
村
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会

に
よ
る
ル
ー
ル
や
、
座
間
味
村
ダ
イ
ビ
ン
グ

協
会
の
ル
ー
ル
も
ま
た
事
業
者
の
連
携
体
が

作
り
上
げ
た
ル
ー
ル
で
あ
る
（
ケ
ー
ス
６
）。

い
ず
れ
も
関
係
者
の
相
互
監
視
を
も
と
に

ル
ー
ル
の
効
力
を
発
揮
し
よ
う
と
す
る
い
わ

ゆ
る
自
主
ル
ー
ル
で
あ
る
。

　

筆
者
は
こ
の
よ
う
な
事
業
者
の
連
携
体

に
よ
る
自
主
ル
ー
ル
を
含
め
、
守
ろ
う
と
す

る
特
定
の
資
源
や
エ
リ
ア
ご
と
に
策
定
し
運

用
す
る
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
に
注
目
し
て
い
る
。

強
制
力
を
疑
問
視
す
る
意
見
も
耳
に
す
る

が
、
当
事
者
の
強
い
責
任
感
を
伴
う
問
題
解

決
手
段
と
し
て
意
義
深
い
。

　

と
こ
ろ
で
喜
瀬
（
ケ
ー
ス
５
）
は
ロ
ー
カ

ル
ル
ー
ル
に
関
わ
る
基
礎
自
治
体
の
役
割
に

つ
い
て
「
市
と
い
う
マ
ク
ロ
な
も
の
が
管
理

す
る
と
多
様
な
考
え
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ

り
、
ど
う
し
て
も
漠
然
と
し
て
し
ま
う
」
と

い
う
。「
対
象
資
源
と
の
距
離
が
近
い
行
政
区

レ
ベ
ル
で
の
対
応
が
望
ま
し
い
」
と
し
、
そ
こ

で
定
め
る
決
ま
り
事
を
「
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ル
ー

ル
」
と
表
現
す
る
。
そ
し
て
、
地
域
住
民
に
よ

る
資
源
管
理
に
つ
な
げ
る
た
め
に
こ
の
場
所

で
生
活
で
き
る
条
件
を
整
え
、
自
治
力
を
鍛
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れ
る
地
域
の
伝
統
芸
能
や
祭
り
に
対
し
、
観

光
対
象
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
担
い

手
を
育
て
て
い
く
と
い
う
例
を
見
て
き
た
。

積
極
的
な
観
光
活
用
に
よ
る
広
義
の
資
源
管

理
と
い
う
面
に
も
さ
ら
に
光
を
当
て
た
い
も	

の
だ
。

持
続
可
能
な
観
光
の
姿

　

本
誌
の
座
談
会
で
は
「
旅
人
」
目
線
に
よ

る
持
続
可
能
性
を
考
え
て
み
た
か
っ
た
。
斉

藤
は
、「
自
分
で
決
め
る
旅
の
醍
醐
味
と
そ
の

裏
腹
の
自
己
責
任
、
そ
し
て
そ
の
旅
の
実
現

こ
そ
が
、
人
間
の
成
長
を
促
し
、
人
の
旅
を

持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
」
と
言
っ
た
。

　

青
山
は
、「
人
と
の
触
れ
合
い
こ
そ
が
旅
の

面
白
さ
で
あ
り
、
こ
の
実
現
に
は
、
訪
れ
る

人
の
気
遣
い
が
大
切
だ
と
し
、
さ
ら
に
迎
え

入
れ
る
側
が
信
念
や
ポ
リ
シ
ー
を
持
っ
て
対

応
す
れ
ば
来
訪
者
は
お
の
ず
と
敬
意
を
も
っ

て
楽
し
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
。

　

石
森
は
「
観
光
は
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
の
双

方
を
幸
せ
に
し
て
地
域
活
性
化
に
貢
献
で
き

る
営
み
」
で
あ
り
「
人
育
て
こ
そ
が
持
続
可

能
な
観
光
に
必
要
だ
」
と
い
う
。

　

持
続
可
能
な
観
光
の
姿
を
、
河
井
は
「
そ

れ
ぞ
れ
思
う
ま
ま
に
豊
か
な
時
間
を
味
わ
っ

て
い
る
」
と
表
現
し
た
。
加
藤
は
「
自
然
環
境

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
広
義
の
資
源
管
理
」

と
し
て
捉
え
、
基
礎
自
治
体
に
そ
の
役
割
を

期
待
し
た
い
。

啓
発
型
の
管
理

　

曽
我
（
ケ
ー
ス
４
）
は
、
綾
町
の
照
葉
樹

林
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
活
用
し
て
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
に
結
び
つ
け
た
取
り
組
み

を
書
い
て
い
る
。「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
へ

の
登
録
に
よ
っ
て
人
間
社
会
と
自
然
と
の
共

生
を
目
指
す
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
世
界
が
注

目
し
、
認
知
度
も
高
ま
っ
た
」
と
い
う
。
河
井

（
ケ
ー
ス
２
）
は
、「
地
域
の
本
質
を
継
続
的

に
楽
し
ん
で
く
れ
る
タ
イ
プ
の
ビ
ジ
タ
ー
を

増
や
す
こ
と
に
主
眼
を
置
く
べ
き
」
だ
と
し
、

「
自
然
情
報
を
集
積
・
整
理
し
、そ
れ
を
活
用
・

提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
が
重
要
」
だ
と
主
張
す

る
。
こ
れ
ら
は
利
用
者
の
行
動
を
抑
制
的
に

扱
う
の
で
は
な
く
、
啓
発
や
啓
蒙
に
よ
っ
て

優
れ
た
利
用
環
境
や
、
管
理
運
営
手
法
を
作

ろ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

加
藤
（
ケ
ー
ス
３
）
は
「
生な
り

業わ
い

と
観
光
は

保
全
と
開
発
と
い
う
対
立
に
は
な
ら
ず
、
生

業
活
動
の
基
盤
と
な
る
環
境
保
全
へ
の
知

恵
、
技
術
、
倫
理
観
（
海
女
文
化
）
を
観
光
に

取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光
が
生
業
の

維
持
管
理
に
役
立
つ
」と
い
う
。
筆
者
は
こ
れ

ま
で
に
後
継
者
不
足
に
よ
り
継
承
が
危
ぶ
ま

え
て
い
く
こ
と
が
基
礎
自
治
体

の
役
目
だ
と
主
張
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は

「
観
光
資
源
」「
利
用
者
・
来
訪

者
」「
地
場
産
業
」「
住
民
の
暮
ら
し
」
の
状

態
を
総
合
的
に
把
握
し
対
処
し
よ
う
と
す
る

へ
の
感
謝
や
畏
怖
と
い
う
精
神
性
を
維
持
す

る
こ
と
」
だ
と
い
う
。

　

そ
し
て
斉
藤
は
「
旅
を
続
け
て
い
る
の
は

旅
は
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
か
ら
で
、
そ
れ

は
人
生
も
同
じ
。
だ
か
ら
旅
は
行
く
価
値
が

あ
る
」
と
語
る
。

　
「
よ
き
旅
人
」
で
あ
る
こ
と
こ
そ
持
続	

可
能
な
観
光
を
実
現
す
る
根
源
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

よ
り
よ
い
観
光
の
場
と
機
会
を
創
る
た
め

に
、
今
後
も
一
つ
一
つ
の
現
場
の
具
体
的
な
問

題
解
決
行
動
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

（
て
ら
さ
き　

た
つ
お
）
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